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議案第１４号 
   令和７年度教育委員会の活動について 
 令和７年度教育委員会の活動について，次のように決定する。 
  令和７年４月２１日提出 
 

宇都宮市教育委員会    
教育長 小堀 茂雄   

 
 別紙のとおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（提案の理由） 
 本市教育のさらなる充実発展に向け，教育現場の実態や意向を踏まえた教育

行政の推進を図るため，令和７年度の教育委員会の活動について決定しようと

するものです。 
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1 
 

令和７年度 教育委員会の活動について 

 

◎ 趣旨 

教育委員会の担任する事務を執行するにあたり，教育委員会の会議において

様々な教育課題にかかる活発な議論や教育長及び教育委員会事務局へのチェ

ック機能の発揮ができるよう，令和７年度の教育委員会の活動方針について定

めるもの 
 
１ 活動方針 

 令和７年度の教育委員会活動については，基本的には前年度の活動を継続し

ながら，委員研修や教育施設視察の充実を図り，教育現場のより一層の実態把

握及び効率的な教育委員会活動の実施に努める。 
 

⑴  教育委員会会議における議論の活性化 

・ 教育委員会は，独立した行政委員会として，政治的中立性や教育の継続

性・安定性の確保等の観点から重要な意義を有しており，様々な立場や意

見を集約した意思決定を行うことが求められていることから，教育委員会

会議においては，教育行政のあり方などについて大所高所から意見を述べ

る場とする。 
・ 事務執行における課題を把握し，委員同士の知見を深めることで教育委

員会会議における議論が活性化するよう，委員自らがテーマを設定し，委

員研修を行う。 

・ 委員が参加した研修会の復命報告を委員研修として行い，国の状況や他

自治体の先進事例などについて，委員同士で情報を共有し，教育行政に関

する知識を深める。 
 

⑵ 教育現場の意向や実態の把握 

・ 教育関係者とのふれあいティータイムトークや様々な教育施設等の視

察において，幅広く教育現場の意向や実態の把握するため，参加者との意

見交換の時間の十分な確保や，ふれあいティータイムトークや視察後の振

り返りを行う。 
・ 教育現場のより一層の実態把握や視察の効率的な実施を図るため，委員

全員による視察に加えて，総合訪問等を活用した委員個別による視察の機

会の確保を図る。  

＜教育施設視察テーマ（案）＞ 

① 長寿命化改修工事終了後の学校，校内教育支援センター（星が丘中学校） 

② 本市における適応支援の状況（まちかどの学校） 

  または 外国人児童生徒教育（はばたき教室） 

③ 委員個別の視察（自由参加任意） 

・教育委員会施設巡り   ・民間プール活用授業（西原小学校など） 

・学校における教育活動全般（総合訪問への参加） 

 
＜ふれあいティータイムトークテーマ（案）＞ 

女性監督職教員のキャリアプランについて（対象：監督職の女性教員） 

議案第１４号 
別    紙 
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2 
 

⑶ 市長，市議会との連携の継続 

・ 総合教育会議において，教育政策の方向性について市長と認識の共有を

図るほか，市議会への情報提供を通して，教育現場等の実態や課題につい

て認識の共有を図るなど，市長，市議会との連携を継続する。 
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3 
 

◆教育委員会の活動の種類 

 

  

教育委員会会議 

（定例会・臨時会） 

公開・ 

非公開 

教育長及び教育委員が教育行政にかかる基本

方針の決定など，大所高所に立って議論を行う

会議 

※委員発議による自由討議を含む。 

委員協議会 非公開 
会議に付すべき議案の事前審議，その他研究協

議を行うために開催 

そ

の

他

の

活

動 

教育施設視察 非公開 小中学校や社会教育施設などの視察 

ふれあいティ

ータイムトー

ク 

非公開 
小中学校教職員や社会教育団体などの教育関

係者との意見交換 

委員ｄｅサロン 非公開 
各課業務の現状・課題等についての共通理解を

深めるために事務局職員と意見交換 

市議会との 

意見交換 
非公開 

議長，副議長，子ども教育常任委員会の委員長，

副委員長との意見交換 

総合教育会議 公開 

市長との連携強化を目的に，教育政策などにか

かる協議・調整を行うために市長が設置・運営

を行う会議 

委員研修 非公開 
教育の諸課題等にかかる状況把握や専門性を

高めるために行う研修 
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２ 活動計画（予定） 

 

開催予定日 教育委員会活動 

４月 １日（火） 臨時会（基本方針）  

４月２１日（月） 定例会  

５月２０日（火） 定例会 ◆教育委員会評価（委員会活動） 

５月２７日（火） 臨時会（議会） 
教育施設視察① 

委員研修 

６月２０日（金） 定例会 ◆教育委員会評価（施策事業） 

７月１８日（金） 定例会  

７月２５日（金） 臨時会（教科書）  

 ８月 ８日（金） 臨時会（議会） ふれあいティータイムトーク 

 ８月２５日（月） 定例会 委員研修 

８月下旬 － 市議会との意見交換会 

９月２２日（月） 
－ 総合教育会議 

定例会  

１０月２３日（木） 定例会 委員研修 

１１月１３日（木） 臨時会（議会）  

１１月２５日（火） 定例会 教育施設視察② 

１２月２４日（水） 定例会 教育施設視察（予備日） 

１月２１日（水） 定例会 委員研修 

 ２月１３日（金） 臨時会（議会）  

 ２月２０日（金） 定例会  

 ３月１０日（火） 臨時会（人事）  

 ３月１８日（水） 臨時会（人事）  

 ３月２３日（月） 定例会  

 ３月２７日（金） － 総合教育会議 

※上記のほか，各委員がそれぞれの都合に合わせて教育施設視察を実施 
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２－１ 

報告第２４号 

令和７年度教育委員会主要事業について 

 令和７年度教育委員会主要事業について，次のように報告する。 

  令和７年４月２１日提出 

 
                          宇都宮市教育委員会    

                        教育長 小堀 茂雄   

 

別紙のとおり 



２－２ 

令和７年度 教育委員会主要事業 

 

教育委員会基本方針に基づき，教育委員会として推進する主要事業を次のと

おり定める。 

 

１ 教育企画課 

（１）教育で選ばれるまち宇都宮の推進 

   本市では，全校への栄養士や司書の配置による，食育に関する専門的な

指導や全国トップクラスにある児童生徒の読書冊数など，全国に誇れる教

育環境や成果を有しており，市内外の子育て世帯や企業，学校現場の教職

員等に対し，本市教育の特徴・特色を戦略的に情報発信することで，「教育

で選ばれるまち宇都宮」の実現を目指す。 

 

２ 学校管理課 

（１）学校施設の計画的な整備・更新 

   限られた財源において，学校施設の老朽化対策や社会的ニーズへの対応

を図るため，「学校施設長寿命化計画」や「宇都宮市役所カーボンニュート

ラル実行計画」に基づき，校舎・体育館の長寿命化改修等において，ZEB 
Ready※相当となる水準の整備を行うとともに，安全で快適な学校づくりを

推進する。 
   また，空調設備の整備を通じて，良好な学習環境を整備するため，既存

の校舎空調設備の更新に加え，小学校特別教室及び武道場への新たな整備

を一体的に整備する。 

   ※ ZEB を見据えた先進建築物として，外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備える

ことにより，従来の建物で必要となるエネルギーを５０％以下まで削減した建物 

 

（２）学校トイレ洋式化の計画的推進 

   児童生徒が日常生活の多くを過ごす学校施設において，快適な生活環境

や衛生環境を確保するため，校舎・体育館のトイレ洋式化を計画的に実施

する。（令和７年度末の校舎・体育館トイレ洋式化の目標：８８．１％） 

 

３ 学校教育課 

（１）学力の向上（ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組の推進） 

   児童生徒の基礎的・基本的な学力の着実な習得と思考力・判断力・表現

力等の向上を図るため，「宇都宮モデル」を踏まえ端末を効果的に活用しな

がら，個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。 

   「学び続ける力を育む学びのデザイン」をテーマとして，市教委と教職

員の協働チームによる実践研究を行い，その成果や改善策について情報を

発信するなどして授業力を向上させることにより，児童生徒の「主体的に

報告第２４号 
別    紙 
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２－３ 

学習に取り組む態度」の育成を図る。 

   グローバル社会に向き合い，英語によるコミュニケーション能力を育成

するため，中学校２年生を対象に，英語能力診断（英検ＩＢＡ）を実施し，

客観的な英語力判定結果をもとに，「宇都宮市英語教育強化プラン」の充実

を図る。 

 

（２）コミュニティ・スクールモデル校における学校運営協議会試行事業 

   令和６年度に選定したモデル校に対し，研修会などを通して活動を支援

するとともに，会議の参観やアンケート等を通してモデル校の状況を把握

し，本市におけるコミュニティ・スクールの有効性について検証を行う。 

 

４ 学校健康課 

（１）休日の部活動の地域連携・移行に向けた段階的な取組の推進 

   休日の部活動について，「令和７年度末までに各校１つ以上，地域連携・

移行」を目指し，推進協議会において有識者やスポーツ・文化芸術団体及

び保護者・地域代表の意見を聴取するとともに，関係団体と学校との連絡

調整等を行う部活動地域移行コーディネーターを配置し，学校や地域に応

じた地域移行を推進していく。さらに，令和７年度から３年間を「実践検

証期間」とし，実践・検証を行いながら，必要に応じて関係各課・学校・

関係団体と連携し，地域クラブ活動環境を整備するなど，段階的に休日の

地域連携・移行を推進していく。 

 

５ 生涯学習課 

（１）効果的な地域教育の推進 

   「第３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画」の基本理念を実現するた

め，同計画に計上している施策・事業を着実に推進するとともに，施策・

事業の実施にあたっては，「デジタルの活用」，「読書活動の推進」，「大学・

企業等との連携」を意識しながら効果的な地域教育の推進に取り組む。 

 

（２）宮っ子ステーション事業の円滑な運営 

   放課後における児童の安全・安心な居場所を確保し，心豊かに育まれる

環境づくりに向け，「宮っ子ステーション事業」の円滑な運営を図る。 

特に，子どもの家は利用者や地域から寄せられる様々な意見・要望を踏ま

えた運営の改善を図るとともに，放課後子ども教室についても実施校区の拡

大に向けて引き続き地域支援に取り組む。 

 

６ 教育センター 

（１）不登校対策の推進 

   魅力にあふれ安心して過ごせる学校を目指し，きめ細かな学級経営や課

題の早期発見・早期対応などに取り組む必要がある。 

2-3



２－４ 

   また，教職員の指導力向上や組織的な対応力の強化を図り，学校と地域・

関係機関等が連携しながら，児童生徒一人一人の状況に応じた支援の充実

に努める必要がある。 

   令和７年度については，別室登校支援体制の充実に向け，新たに全中学

校における「校内教育支援センター」の開設及び「校内教育支援センター

支援員」の配置を行い，効果的な運用を図る。 

 

（２）特別支援教育の推進  

   特別な教育的支援が必要な児童生徒一人一人が，自らの力を最大限に発

揮し，自信と意欲をもって学校生活を送れるよう，インクルーシブ教育シ

ステムの構築に向け，学校における支援体制の強化に取り組む。 

   令和７年度については，配慮が必要な児童生徒が，より適切な指導を受

けられるよう，引き続き，地域学校園におけるかがやきルーム担当の兼務

や，通級指導教室サテライト校の設置を行う。 
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報告第２６号 
   令和６年度育英事業の実績及び令和７年度返還免除型育英修学生の選考

結果について 
 令和６年度育英事業の実績及び令和７年度返還免除型育英修学生の選考結果

について，次のように報告する。 
令和７年４月２１日提出 

宇都宮市教育委員会    
教育長 小堀 茂雄   

 
別紙のとおり 

4-1



 

令和６年度育英事業の実績及び令和７年度返還免除型育英修学生の選考結果について 

 

◎ 趣 旨 

令和６年度育英事業の実績及び令和７年度返還免除型育英修学生の選考結果について

報告するもの 

  

１ 令和６年度の実績報告 

（１）奨学金 

ア 概要 

能力があるにもかかわらず,経済的な理由により高校，大学,専修学校等に修学が困

難な者に対する学資の貸付け 

区分 
貸付月額(円) 

通常 交通遺児 

高校,高専,専修(高等),中等教育(後期) 
自宅 17,000 

30,000 
自宅外 18,000 

大学,大学院,短大,専修(専門) 
自宅 35,000 

50,000 
自宅外 45,000 

    

イ 実績 

・ 募集期間：令和6年2月1日～令和7年1月31日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入学一時金 

ア 概要 

入学時に一時的に必要な資金を貸付け 

区分 貸付額(円) 

高校,高専,専修(高等),中等教育(後期) 私立   200,000 

大学,大学院,短大,専修(専門) 
国公立  200,000 

私立 500,000 

※ 10,000円単位で選択可 

≪拡充内容≫ 

所得制限の要件の廃止 

 

報告第２６号 
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自宅 自宅外 自宅 自宅外 自宅 自宅外 高校等 大学等

R6 55 3 1 21 29 0 1 0 0 55 0 3

R5 81 13 1 19 46 1 1 0 0 81 0 11

R4 89 7 1 24 54 1 2 0 0 89 0 8

R3 64 2 0 26 35 0 1 0 0 61 3 3

申請人数

辞
退
者

高校・高専
・専修（高等）

短大・大学
・専修（専門）

大学院 交通遺児

不
採
用
者

採
用
人
数



 イ 実績 

   ・ 募集期間：令和6年10月2日～令和7年3月14日 

   
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 令和７年度返還免除型育英修学生の選考結果 

（１）概要 

教育費の負担軽減や若年層の定住促進を図ることを目的とし，育英基金を原資として，

経済的理由により大学等に修学が困難な者に対し学資を貸付け 

区分 貸付月額(円) 

大学(1年生,2･3年生予定者),大学院(1年生), 

短大(1年生),専修(専門1年生） 
20,000 

 

【免除要件】 

卒業後１年以内に本市に居住し，５年間継続して居住 

  ≪拡充内容≫ 

・ 所得制限の要件の廃止 

・ 募集人数の増 （２０名程度から６０名程度に） 

・ 対象者の拡大 （大学１年生から大学２・３年生まで） 

 

（２）選考結果 

 

  

  

 

 

 

 

 
 

R7 57 57 54 0 （二次選考辞退　３名）

R6 34 34 32 1 （二次選考辞退　１名）

R5 23 23 20 2 （二次選考辞退　１名）

R4 25 25 20 5

採
用
人
数

不
採
用
者

一
次
選
考

0

5 20 0

申請人数

6 50 1

1 30 3

5 18

短大・
専修（専門）

大学 大学院

国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立

R6 25 4 1 20 0 0 25 0 1

R5 18 4 1 13 0 0 18 0 3

R4 21 6 0 15 0 0 21 0 2

R3 21 8 1 12 0 0 21 0 1

高校・高専
・専修（高等）

短大・大学
・専修（専門）

大学院

採
用
人
数

申請人数
不
採
用
者

辞
退
者
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報告第２７号 
小学校版「宇都宮学」デジタル副読本について 

小学校版「宇都宮学」デジタル副読本について，次のように報告する。 
令和７年４月２１日提出 
 

宇都宮市教育委員会    
教育長 小堀 茂雄     

  
別紙のとおり 
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小学校版「宇都宮学」デジタル副読本について 

 
◎ 趣 旨 

小学校版「宇都宮学」デジタル副読本の内容等について報告するもの 
 
１ 「宇都宮学」の推進状況について            

・ 「宇都宮市のよさを紹介することができる」と回答した小６生の割合 

H30 R1  R2  R3 R4 R5 R6 

71.4 72.4 76.5 78.0 76.4 79.1 78.5 

                 （「学習と生活についてのアンケート」より） 

 

⑴ 成果                         ・・・  別冊  

   「宇都宮学」副読本は，宇都宮の伝統や文化について体系的な学習を展開する 

ため，総合的な学習の時間等で活用されており，宇都宮の「よさ」についての理

解を図る上で有効な教材となっている。 

 

 ⑵ 改訂及びデジタル化処理について 

  ・ 初版作成から５年が経過し，ライトラインが開通するなど，本市の様子が変 

化していること 

  ・ １人１台端末を活用し，学習活動の充実を図ること 

 

２ 副読本の構成と改訂及びデジタル化の内容について 

⑴ 構成及び改訂の内容 

 ・ 現行の構成を変更せずに，写真・資料等の更新を中心とした改訂 

・ 小学校５年生「宇都宮の自然と交通」… ライトラインに係る内容を追加 

⑵ デジタル化処理による基本的な機能等について 

 ・ テキストの読み上げ機能 

 ・ 情報を収集する際の利便性の向上 

  ア ポップアップ機能 

  イ 二次元コード 

 ・ 書き込み，テキスト入力機能 

 

３ 授業での使用開始時期について 

 ・ ５月からの使用に向け，配信設定・管理に係る契約事務を進める。 

報告第 号 
別 紙 

報告第２７号 
別    紙 
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その他（１）







 

 
第４６回（令和７年度）宇都宮市民芸術祭事業計画（案） 

主催：宇都宮市民芸術祭実行委員会 ℡：028-636-2121  会場：宇都宮市文化会館ほか 

 催 事 名 開 催 日 時 間 会 場 入場料 
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

開 幕 式 典 ５月１８日（日） 13:30～13:50 大ホール  

開 幕 展 
５月２２日（木） 

～２５日（日） 
10:00～17:00
最終日は 16:00 

展示室 無 料 

茶
華
道 

華 道 展 
６月 ７日（土） 

～ ８日（日） 
10:00～18:00
最終日は 16:00 

展示室 無 料 

茶 会 ６月 ８日（日） 10:00～15:00 和室ほか 
茶 券 

3席1,500円 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

日本画彫刻工芸展 
５月２９日（木） 

～６月 １日（日） 
10:00～17:00
最終日は 16:00 

展示室 無 料 
写 真 展 

６月１２日（木） 
～６月１５日（日） 

10:00～17:00
最終日は 16:00 

洋 画 ・ 版 画 展 
６月１９日（木） 

～６月２２日（日） 
10:00～17:00
最終日は 16:00 

書 道 展 
６月２６日（木） 

～６月２９日（日） 
10:00～17:00
最終日は 16:00 

ホ 
 

ー 
 

ル 

大 衆 芸 能 祭 ５月６日（火・祝） 
開場   13:00 
開演   13:30 

小ホール 無 料 

民 謡 民 舞 大 会 ５月１１日（日） 
開場    9：30 
開演   10:00 

小ホール 無 料 

軽 音 楽 祭 
５月２４日（土） 

～２５日（日） 
開始   10:00 
終了   18:00 

中心市街地 無 料 

謡 曲 大 会 ５月３１日（土） 
開場    9：30 
開演   10：00 

小ホール 無 料 

吟 詠 剣 詩 舞 祭 ６月 １日（日） 
開場   12：00 
開演   12:30 

小ホール 無 料 

オ ペ ラ 公 演 ６月 ７日（土） 
開場   13：30 
開演   14:00 

小ホール 有 料 

ミュージカルを１日で
学べるワークショップ 

６月 ８日（日） 
開場   10：30 
開演   11:00 

小ホール 有 料 

邦 楽 演 奏 会 ６月１５日（日） 
開場   12：30 
開演   13:00 

小ホール 無 料 

日 本 舞 踊 祭 ６月２２日（日） 
開場   11：30 
開演   12:00 

小ホール 有 料 

市 民 歌 謡 祭 ６月２８日（土）  
開場    9：30 
開演   10：00 

小ホール 有 料 

合唱フェスティバル ６月２９日（日） 
開場   10：00 
開演   10:30 

小ホール 無 料 

演 劇 公 演 ７月 ６日（日） 
開演① 13:00 
開演② 17:00 

小ホール 有 料 

オーケストラ公演 
（宇都宮ｼﾝﾌｫﾆｰｵｰｹｽﾄﾗ） 

５月１８日（日） 
開場   13：00 
開演   14:00 

大ホール 有 料 

オーケストラ公演 
（栃木県交響楽団） 

６月 ８日（日） 
開場   13：30 
開演   14:00 

大ホール 有 料 

オーケストラ公演 
（宇都宮大学管弦楽団） 

６月２８日（土） 
開場   17：30 
開演   18:00 

大ホール 無 料 

文芸 
うつのみや市民文芸 
第 ４ ６ 号 発 刊 

３月３１日（月）応募締切 
作品発刊 ７月２６日（土） 

 
 公 募 

メデ
ィア 

メ デ ィ ア 
芸 術 展 

５月 ３日（土） 10:00～17:00 
オリオン 

通り他 
無 料 

 表 彰 式 ７月２６日（土） 
開始   10:00

（予定） 
市役所 

14 大会議室 
受賞者 

※ホール部門企画年度事業 バレエ＆ダンスフェスティバル 

その他（３） 


